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12
月
定
例
会
の
概
要

12
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
29
年
第
４
回
12
月
定
例
会
は
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
市
長
提
案
の
18
議
案
と

委
員
会
提
案
の
１
議
案
を
議
決
し
ま
し
た
。
定
例
会
の
日
程
と
議
案
な
ど
は
５
、
７
ペ
ー
ジ
の
表
１
〜
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
主
な
議
案
の
内
容
と
委
員
会
審
査
を
含
め
た
審
議
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
な
ど
19
議
案
を
議
決

平
成
29
年
度
相
馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、

 　
台
風
21
号
の
被
害
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
、
磯
部
小
学
校
プ
ー
ル

　
　
　

改
築
事
業
等
に
よ
り
、
補
正
予
算
２
億
１
、６
７
８
万
円
を
増
額

　

主
な
審
議
内
容
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

台
風
21
号
の
被
害
に
伴
う
災

害
復
旧
事
業
に
か
か
る
費
用

　

平
成
29
年
11
月
22
日
、
23

日
に
発
生
し
た
台
風
21
号
の

被
害
に
伴
う
市
内
23
カ
所
の

農
地
災
害
に
よ
る
修
繕
料

１
、
０
３
０
万
円
、
降
雨
に

よ
り
法
面
崩
落
が
発
生
し
た

道
路
の
修
繕
料
835
万
円
等
の

災
害
復
旧
に
か
か
る
費
用
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

磯
部
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
事

業
に
か
か
る
費
用

　

磯
部
小
学
校
の
既
存
簡
易

プ
ー
ル
の
解
体
工
事
請
負
費

用
１
、
０
６
４
万
５
、
０
０

０
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

等
に
か
か
る
扶
助
費

　

当
初
の
見
込
み
よ
り
対
象

者
が
増
え
、
１
人
当
た
り
の

単
価
も
増
え
た
こ
と
で
予
算

が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
共
同
生
活
援
助
、
放
課

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
費
用

７
、
３
６
０
万
円
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
施
設
数
と
利
用
人
数
を
問

う
。

　
　

相
双
管
内
に
11
施
設
あ

り
、
そ
の
う
ち
、
相
馬
市
の

障
害
児
が
通
っ
て
い
る
施
設

は
市
内
の
４
施
設
で
あ
る
。

　

利
用
人
数
は
、
本
年
10
月

末
で
47
名
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
。

医
療
費
の
増
加
に
伴
う
生
活

保
護
費

　

被
生
活
保
護
者
の
中
で
ひ

と
り
親
家
庭
や
高
齢
化
に
伴

う
医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、

１
、
５
６
０
万
７
、
０
０
０

円
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

予
算
の
執
行
状
況
及
び

生
活
保
護
世
帯
の
推
移
を
問

う
。

　
　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

日次 日　付 会　議 内　　容
1 11 月 27日（月）本会議 議長・副議長選挙、議案の提案と説明など
2 28 日（火）休　会 議会運営委員会
3 29 日（水）休　会 議案調査

4 30 日（木）本会議
議会運営委員会委員・常任委員会委員の選任
一般質問（１日目）

5 12 月１日（金）本会議 一般質問（２日目）
6 ２日（土）休　会
7 ３日（日）休　会
8 ４日（月）委員会 各常任委員会
9 ５日（火）休　会 事務整理
10 ６日（水）休　会 事務整理
11 ７日（木）休　会 事務整理
12 ８日（金）委員会 予算決算常任委員会
13 ９日（土）休　会
14 10 日（日）休　会
15 11 日（月）休　会 事務整理
16 12 日（火）休　会 議会運営委員会
17 13 日（水）本会議 一部事務組合議会議員選挙、議案の採決など

表１　１２月定例会の会期日程
【
議
案
第
75
号
】

被
害
農
地
を
視
察
す
る
予
算
決

算
常
任
委
員
会
委
員
ら
（
大
坪

字
西
田
地
内
）

老
朽
化
に
よ
り
改
築
工
事
が
行

わ
れ
る
磯
部
小
学
校
プ
ー
ル

　
　
　

中
村
第
二
中
学
校
に
新
た
に
設
置
す
る

【
議
案
第
74
号
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
給
食
室
設
備
等
を
取
得

　

現
在
、
校
舎
改
築
工
事
を

実
施
し
て
い
る
相
馬
市
立
中

村
第
二
中
学
校
に
設
置
す
る

た
め
の
新
た
な
学
校
給
食
室

備
品
（
調
理
機
器
等
一
式
）

を
指
名
競
争
入
札
に
よ
り

２
、
９
８
０
万
８
、
０
０
０

円
で
取
得
す
る
も
の
で
す
。

　

取
得
の
相
手
方
は
、
福
島

ア
イ
ホ
ー
調
理
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
、
渡
邉
秀
忠
で

あ
り
、
納
入
期
限
は
平
成
30

年
11
月
30
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

給
食
室
等
の
床
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
打
設
を
平
成
29
年

12
月
28
日
に
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
際
に
す
べ
て
の
調

理
機
器
等
の
仕
様
を
定
め
、

給
水
管
、
配
水
管
、
電
気
配

線
、
器
具
庫
の
位
置
を
確
定

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
事
業
の
進
捗
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
事
前
に
取

得
す
る
も
の
で
す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い

た
設
備
の
今
後
に
つ
い
て
及

び
新
た
に
導
入
す
る
備
品
を

問
う
。

　
　

中
村
第
二
中
学
校
で

使
っ
て
い
た
も
の
で
冷
蔵
庫
、

牛
乳
保
冷
庫
、
検
食
用
冷
凍

庫
、
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
の
ま
だ
使
用
で

き
る
備
品
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
他
の
学
校
で
使
用
す
る
。

　

購
入
後
20
年
以
上
を
経
過

し
た
た
め
廃
棄
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
は
、
12
点
ほ

ど
あ
る
。

　

新
た
に
購
入
す
る
も
の
は
、

パ
ス
ス
ル
ー
冷
蔵
庫
で
、
平

成
15
年
に
学
校
給
食
衛
生
管

理
基
準
が
一
部
改
正
さ
れ
、

２
次
汚
染
の
防
止
対
策
と
し

て
汚
染
作
業
区
域
と
非
汚
染

作
業
区
域
を
明
確
に
区
分
す

る
た
め
、
非
汚
染
作
業
区
域

の
調
理
室
に
も
の
を
運
ぶ
場

合
に
、
人
が
出
入
り
を
す
る

こ
と
を
で
き
る
だ
け
避
け
、

ど
ち
ら
か
ら
も
、
取
り
出
せ

る
よ
う
な
冷
蔵
庫
で
あ
る
。

　
　

指
名
競
争
入
札
の
状
況

を
問
う
。

　
　

５
社
以
上
の
定
め
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
取

引
が
あ
っ
た
県
内
業
者
６
社

を
指
名
し
た
。

　

予
定
価
格
は
３
、
１
０
５

万
５
、
４
０
０
円
で
入
札
は

１
回
で
落
札
し
た
。

　

６
社
に
つ
い
て
は
、
タ
ニ

コ
ー
株
式
会
社
、
日
本
調
理

機
株
式
会
社
、
株
式
会
社
中

西
製
作
所
、
伊
藤
冷
機
工
業

株
式
会
社
、
福
島
ア
イ
ホ
ー

調
理
機
株
式
会
社
、
ホ
シ
ザ

キ
東
北
株
式
会
社
で
あ
る
。

支
出
で
７
、
３
２
０
万
円
を

超
え
る
支
出
が
あ
り
、
最
終

的
に
、
当
初
予
算
１
億
２
、

０
０
０
万
円
に
対
し
て
お
お

よ
そ
１
億
３
、
５
８
４
万
円

に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

生
活
保
護
世
帯
の
推
移
に

つ
い
て
は
、
10
月
１
日
時
点

で
、
平
成
27
年
度
が
145
世
帯
、

平
成
28
年
度
が
153
世
帯
、
平

成
29
年
は
157
世
帯
で
あ
る
。

購
入
後
20
年
以
上
を
経
過
し
た
た
め
廃

棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
消
毒
保
管
庫

（
写
真
上
）
と
野
菜
裁
断
機
（
写
真
下
）
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12
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
29
年
度
福
島
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
、
職

員
の
給
料
表
を
引
き
上
げ
る

と
と
も
に
、勤
勉
手
当
を
０
・

１
月
引
き
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
県
に
準
じ
て
平
成

30
年
４
月
１
日
よ
り
通
勤
手

当
の
上
限
を
４
万
６
、
３
０

０
円
に
引
き
上
げ
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
　

通
勤
手
当
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
該
当
す
る
職
員
が

存
在
す
る
の
か
を
問
う
。

　
　

現
在
、
最
長
距
離
で
通

勤
し
て
い
る
職
員
は
宮
城
県

名
取
市
か
ら
の
通
勤
で
あ

り
、
そ
の
距
離
は
44
・
８
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
通
勤
手
当
額

は
月
額
２
万
４
、
８
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
条
例
改
正
等
に
よ

　
　
　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ

【
議
案
第
81
号
】

　

職
員
の
通
勤
手
当
等
の
上
限
を
改
正

り
、
こ
の
職
員
の
通
勤
手
当

は
、
１
、
８
０
０
円
引
き
上

げ
と
な
り
、
月
額
２
万
６
、

６
０
０
円
と
な
る
。

　
　

現
在
の
相
馬
市
の
通
勤

手
当
の
支
給
状
況
は
、
今
回

の
引
き
上
げ
後
、
ど
の
よ
う

に
変
化
す
る
の
か
を
問
う
。

　
　

平
成
29
年
11
月
に
お
け

る
正
規
職
員
の
通
勤
手
当
は

190
名
の
職
員
に
総
額
約
93
万

７
、
０
０
０
円
を
支
給
し
て

い
る
。
通
勤
手
当
を
支
給
さ

れ
て
い
る
職
員
の
割
合
は
、

正
規
職
員
299
名
の
約
64
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
条
例
改

正
等
に
よ
り
通
勤
手
当
は
、

約
12
万
８
、
０
０
０
円
増
加

し
、
約
106
万
５
、
０
０
０
円

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

人
事
院
勧
告
や
福
島
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
準
拠
し
た

人
件
費
の
変
更
、
学
校
給
食

用
放
射
能
測
定
装
置
の
更
新

に
伴
う
補
正
予
算
で
７
、
５

０
４
万
９
、
０
０
０
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
２
０
５
億
３
、
８
１
０
万

７
、０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

議案
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

７３相馬市税特別措置条例の一部を改正する条例について
原案可決

総　　務
全会一致

７４財産の取得について
原案可決

文教厚生
全会一致

７５平成２９年度相馬市一般会計補正予算（第５号）
原案可決

予算決算
全会一致

７６平成２９年度相馬市介護保険特別会計補正予算（第２号）
原案可決

予算決算
全会一致

７７平成２９年度相馬市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
原案可決

予算決算
全会一致

７８市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について
原案可決

付託なし
全会一致

７９
教育長の給与、勤務時間その他の勤務
条件等に関する条例の一部を改正する
条例について

原案可決
付託なし

全会一致

８０
議会議員の議員報酬、期末手当及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する
条例について

原案可決
付託なし

全会一致

８１相馬市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
原案可決

付託なし
全会一致

８２
相馬市一般職の任期付職員の採用及び
給与の特例に関する条例の一部を改正
する条例について

原案可決
付託なし

全会一致

８３平成２９年度相馬市一般会計補正予算（第６号）
原案可決

付託なし
全会一致

８４平成２９年度相馬市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
原案可決

付託なし
全会一致

８５平成２９年度相馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
原案可決

付託なし
全会一致

８６平成２９年度相馬市介護保険特別会計補正予算（第３号）
原案可決

付託なし
全会一致

８７平成２９年度相馬市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
原案可決

付託なし
全会一致

８８平成２９年度相馬市光陽地区造成事業特別会計補正予算（第２号）
原案可決

付託なし
全会一致

表２　12 月定例会の審議結果（市長提案）

議案
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

８９種子法廃止に伴う万全の対策をもとめる意見書
原案可決

付託なし
全会一致

表３　12 月定例会の審議結果（委員会提案）

そ
の
他
の
議
案

　

議
案
番
号
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。
件
名
や
議
決
結
果
な

ど
は
、
表
２
〜
表
３
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
議
案
第
73
号
】

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
特

別
措
置
に
お
け
る
適
用
範
囲

の
拡
大
と
適
用
期
限
が
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
さ

れ
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し

ま
す
。

【
議
案
第
76
号
】

　

介
護
給
付
費
の
増
額
な
ど

に
伴
う
補
正
予
算
で
、
５
、

８
４
０
万
９
、
０
０
０
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
は

36
億
７
、
４
４
７
万
９
、
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

【
議
案
第
77
号
】

　

平
成
28
年
度
の
消
費
税
と

地
方
消
費
税
額
の
確
定
等
に

伴
う
補
正
予
算
で
115
万
５
、

０
０
０
円
を
減
額
し
、
補
正

後
の
総
額
は
16
億
５
、
７
３

０
万
８
、
０
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

【
議
案
第
78
号
〜
第
80
号
】

　

平
成
29
年
度
福
島
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
、
市

長
な
ど
の
特
別
職
や
議
員
の

期
末
手
当
を
０
・
０
５
月
引

き
上
げ
ま
す
。

【
議
案
第
82
号
】

　

平
成
29
年
度
人
事
院
勧
告

に
準
じ
て
、
任
期
付
職
員
の

給
料
表
を
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
期
末
手
当
を
０
・
０

５
月
引
き
上
げ
ま
す
。

【
議
案
第
84
号
〜
第
88
号
】

　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告

に
準
拠
し
た
人
件
費
の
変
更

に
伴
う
補
正
予
算
で
す
。

　

補
正
後
の
各
会
計
の
総
額

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

請　
　

願

　

請
願
番
号
で
記
載
し
て
い

ま
す
。
件
名
や
議
決
結
果
な

ど
は
表
４
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質 

　
疑

　
　

　

学
校
給
食
用
放
射
能
測
定
装
置
の
更
新
等

【
議
案
第
83
号
】

補
正
予
算
７
、５
０
４
万
９
、０
０
０
円
を
増
額

質 

　
疑

　
　

今
回
、
こ
の
議
案
の
提

出
に
至
っ
た
経
過
内
容
及
び

本
定
例
会
の
初
日
に
こ
の
議

案
を
提
出
で
き
な
か
っ
た
理

由
を
問
う
。

　
　

市
内
小
中
学
校
で
は
、

学
校
給
食
食
材
の
放
射
能
測

定
を
毎
日
実
施
し
て
お
り
、

こ
の
測
定
に
使
用
し
て
い
る

放
射
能
測
定
装
置
は
、
平
成

24
年
３
月
に
購
入
し
た
米

国
製
の
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー

シ
ョ
ン
検
出
器
で
あ
る
。
こ

の
放
射
能
測
定
装
置
が
、
購

入
後
５
年
を
経
過
し
た
こ
の

一
年
間
に
、
自
然
由
来
の
放

射
性
物
質
か
ら
の
放
射
線
を

誤
検
知
す
る
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

自
然
由
来
の
放
射
性
物
質

は
30
分
程
度
で
半
減
期
を
迎

え
る
性
質
か
ら
、
測
定
を
３

回
以
上
実
施
し
、
不
検
出
を

確
認
し
た
の
ち
に
、
安
全
で

あ
る
と
判
断
し
学
校
給
食
を

提
供
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
確
認
の
た

め
の
複
数
回
の
測
定
が
、
保

護
者
に
学
校
給
食
に
対
し
て

安
全
面
で
の
不
安
を
抱
か
せ

る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

市
と
し
て
は
、
学
校
給
食

に
対
す
る
保
護
者
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、
よ
り
正
確

な
測
定
が
可
能
な
放
射
能
測

定
装
置
に
更
新
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
放
射
能
測
定

装
置
購
入
の
予
算
を
計
上
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
放
射
能
測
定
装
置

の
購
入
の
た
め
の
事
務
手
続

き
や
議
会
の
議
決
、
更
に

は
、
放
射
能
測
定
装
置
が
受

注
生
産
で
納
入
ま
で
相
当
の

期
間
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

早
急
な
更
新
の
た
め
に
は
今

議
会
へ
の
提
案
が
必
要
と
判

断
を
し
た
。

　

複
数
回
行
っ
た
再
検
査
が

保
護
者
に
対
し
て
不
安
を
抱

か
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
協

議
を
し
て
い
た
た
め
、
本
定

例
会
の
初
日
に
議
案
の
提
出

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

【
議
案
第
89
号
】

　

関
係
機
関
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
す
。
内
容
は
８
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
す
。

会計 総額（補正後）
国民健康保険特別会計 4,636,096,000
後期高齢者医療特別会計 400,317,000
介護保険特別会計 3,674,661,000
公共下水道事業特別会計 1,657,726,000

（単位：円）

賛成　市であらゆる有害鳥獣被害対策を導入していることは重々
理解している。それらの施策とあわせて、よ
り効果的な成果が見込めるものとして、新た
な捕獲に対するノウハウを持つ民間事業者が
参入できるよう、門戸を開放してほしい。

反対　今の段階では安易に民間の参入を認めることは到底できな
い。今回は、猟友会相馬支部長の意見を尊重
し、今後は前向きに、農協関係者と一緒に鳥
獣被害対策に取り組んでいただきたいと考え
る。

討  　 

論

　      請願第３

    　 に対する

【
請
願
第
３
】

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
産
物

被
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、

有
害
鳥
獣
駆
除
に
実
績
の
あ

る
民
間
会
社
が
相
馬
市
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
に
参
入
出

来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
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12
月
定
例
会
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　

種
子
法
廃
止
に
伴
う
万
全
の
対
策
を
も
と
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
89
号
）　

　
　

　

先
の
通
常
国
会
で
主
要
農
作
物
種
子
法
（
種
子
法
）
廃
止
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

種
子
法
は
、
国
や
都
道
府
県
の
種
子
に
対
す
る
公
的
役
割
を
明
確
に
し
た
世
界
に
誇
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
同
法
の
も
と
で
、
稲
・
麦
・
大
豆
の
原
種
・
原
原
種
の
生
産
、
優
良
品
種
（
奨

励
品
種
）
指
定
の
た
め
の
検
査
な
ど
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
都
道
府
県
と
農
業
協
同
組

合
が
協
力
し
、
地
域
に
あ
っ
た
優
良
銘
柄
を
多
く
開
発
し
、
安
価
に
販
売
す
る
な
ど
、
農
民
の

生
産
・
販
売
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

主
要
農
作
物
種
子
法
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
種
子
法
に
基
づ
い
た
都
道

府
県
の
と
り
く
み
が
後
退
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
予
算
措
置
の
確
保
等
、
万
全
な
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
種
子
法
の
廃
止
で
、
地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る
「
種
子
」
を
民
間
企
業
に
委
ね

た
場
合
、
改
良
さ
れ
た
新
品
種
に
特
許
が
か
け
ら
れ
、
農
家
は
特
許
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
種
子

が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
趣
旨
か
ら
、
都
道
府
県
の
と
り
く
み
が
後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
予
算
措
置
等
の

確
保
を
行
う
こ
と
、
お
よ
び
地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る
「
種
子
」
を
民
間
に
委
ね
る
こ
と
の
な

い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

（
提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長
）

議
決
結
果

賛
成
反
対

新政会 未来そうま そうま維新 無会派
門
馬　

優
子

高
玉　

良
一

菊
地　

清
次

米
山　

光
喜

立
谷　

耕
一

波
多
野
広
文

佐
藤　

満

杉
本　

智
美

鈴
木　

一
弘

石
橋　

浩
人

只
野　

敬
三

尾
髙　

雅
夫

浦
島　

勇
一

根
岸　

利
宗

荒　
　

秀
一

高
橋　

利
宗

河
内　

幸
夫

村
松
恵
美
子

植
村　

恵
治

請願第３
有害鳥獣駆除対策に関する請願

不
採
択

1 17 ● ● ●
討

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
討

● ● ●
討

議
長

表６　１２月定例会賛否一覧

※　○は賛成　●は反対　｢欠｣ は欠席　｢討｣ は討論がなされた案件
※　議長（植村恵治）は採決に加わりません。なお、当該採決は正副議長選挙の前に実施されております。

議案名

議員名

表５ 　12 月定例会の陳情審議結果
陳情
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

４
玉野地区太陽光発電所建設に伴う拡大用
地の特措法適用による農振地域の解除な
らびに農地の転用許可に関する陳情

不 採 択
総　　務

全会一致

５ 種子法廃止に伴う万全の対策をもとめる
意見書提出の陳情

採　　択
産業建設

全会一致

請願
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

３ 有害鳥獣駆除対策に関する請願
不 採 択

産業建設賛成少数

表４　12 月定例会の請願審議結果
陳
　
　
情

　

陳
情
番
号
で
記
載
し
て
い

ま
す
。
件
名
や
議
決
結
果
な

ど
は
表
５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
陳
情
第
４
】

　

玉
野
地
区
の
地
域
振
興
の

た
め
に
、
太
陽
光
発
電
所
建

設
に
伴
う
拡
大
用
地
の
特
措

法
適
用
に
よ
る
農
業
振
興
地

域
指
定
除
外
に
関
し
て
市
及

【
陳
情
第
５
】

　

市
議
会
か
ら
関
係
機
関

に
、
種
子
法
廃
止
に
よ
り

都
道
府
県
の
と
り
く
み
が

後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
予
算
措
置
等
の
確
保
の

対
策
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
し
て
ほ
し
い
。

び
関
係
機
関
に
働
き
か
け

を
お
願
い
し
た
い
。


